ハーラが、敵の防御力を下げるps〓を放った。とたんに青い光が敵の体を取り巻き、吸
いこまれるようにかき消える。成功だ!あとは、物理攻撃でひたすら叩くのみ。必死にな
った敵の足が当って痛い思いもしたが(HPマイナス4)、ディフェンスダウンが効いてたお
かげで、意外なほど短時間のうちにタコ・ソ・ノモノを葬りさることができた。
「ビビビビビビ……わたしが……やられるなんて……」
力を失ったタコ・ソ・ノモノが、その場にコロンと倒れる。すると、どこに隠し持ってい
たのか、鈍い光を放つ丈夫そうな剣が転がり落ちた。
「剣か……ん?こ、これは〓」
剣を手にとって何気なくながめていたプーの表情が、唐突に変わった。なんと、タコ・ソ・
ノモノが落としたのは、王者たる資格のある者のみが装備できる世界に1つしかない剣-
王者の剣だったのだ!ぼくらの中でこの剣を扱うことができるのは、もちろん、プーのみ。
フーは珍しくうれしそうに、王者の剣を身につけた。
〓『王者の剣』を装備した。アイテムリストにチェックして665
4フ5
墓場から出たところで携帯電話が鳴った。アップルキッドからの電話だった。
『やあネスかい。スリークの街ではゾンビに苦労してるみたいだね。役にたつかどうかわか

